
  
                           令和８年５月１２日    

                             学校運営協議会事務局 
   

学校運営協議会報告書 Ｎｏ １ 
 
  
【学校運営協議会委員】 

河野 慎一 地域 久保田 夏来 PTA 

柏葉 清志 学識経験者 能口 尚士 PTA 

池谷 恵美 地域 奥村 初美 PTA 

山崎 早苗 地域 飯田 泰三 校長 

【事務局】 

副校長 

副校長補佐 

黒田 博之 

山口 宏枝 

 

＜第１回学校協議会議事録＞ 
１ 日 時  令和８年５月１２日（火） １４時００分～１５時００分 

２ 出席者  河野、柏葉、山崎、池谷、久保田、能口、奥村、校長、副校長、山口、大原（教

員）、千葉（教員） 

３ 内 容   

（１） 学校運営協議会委員長より 

 過去に PTA会長を務め、学校運営委員として関わった経験がある。またお声掛け

いただき、委員長をさせていただくことになった。ニュートラルな見方で皆さんの

意見を吸い上げていきたい。 

 

（２） 校長より 

 地域にとっていいこと、子どもにとっていいことを実現するために、学校運営協

議会を充実させていきたい。 

 

    （３）教員より（令和８年度転入教員 ４年１組担任 大原 麻友 主任教諭） 

     子どもたちの様子では総合的な学習の時間に対する意欲が高い。３年生の時に取

り組んだ染め物の印象が強く残っていて、「今年も染めるんだよね」などと伝え、今

年はどんなことを学び、それを探究していくのか楽しみにしていることが分かる。 

     この地域の子どもたちは知的好奇心が高い。教科を超えて知識を広げたい思いが

強く社会をやっていても理科の学習と関連させて考えることができる。 

     保護者や地域が子どもたちを大切に育てていることを感じている。４月の面談な

どで保護者と話してみると、保護者が率直に気持ちを伝えてくれる。早い段階で保

護者と学校とが同じ方向を向いて子どもを支えていけるので大変ありがたい。 

 

 

駒の学び舎 世田谷区立三軒茶屋小学校 

 



 （質問）河野「教員の働き方」今と昔の違い 

     大原 私が教員になった当初は、初任者は誰よりも早く来るのが当たり前で、お

茶入れなどもしなければいけなかった。三軒茶屋では、ライフワークバラ

ンスを強く意識した働き方が広がっている。私自身も保育事情があるので、

みなさんの理解を得て、働きやすい環境で仕事をすることができてうれし

い。 

 

（４）学校からの協力依頼（図書主任 千葉 英生 教諭） 

   学級文庫の充実を図るために、各家庭で不要となった本を回収し、１～６年の発達

段階に応じた本の仕分けと、寄贈本であることが子どもにも分かる目印を１冊ごとに

付けていただくことを PTAにお願いをしたい。管理は各学級でしていくが、不明本の

捜索や破損の修理等を教員が行わないことはご理解いただきたい。 

 →（河野）それはとてもいい取組だと思うので地域も協力をしたいと思うがどうか。 

 →（千葉）ぜひお願いしたい。 

 →（河野）地域の窓口として、広報に務める。 

 →（奥村）PTAでも検討をしてきた。学校に寄贈するにふさわしい本ばかりではないこ

とも想定され懸念点である。 

 →（副校長）PTAの活動グループの選定が入り、更に学校（担任）の選定が入る。フィ

ルターが二重にあることで、問題は防げるのではと考えている。 

 

（５）令和８年度学校経営方針について 

   別紙「令和８年度 学校経営方針」 

「令和８年度 学校行事予定」 参照 

→（柏葉）全国の学校で「働き方改革」について学校長が経営方針で触れるように、

文科省から降りてきている。そのことを明文化しており、よい計方針となっている。 

→（池谷）先生方が働く中で、働きやすい、心地よさを感じられることが、結果的に

子どもたちにとっていいものをもたらす。先生と子ども、先生と先生の関係性が維持

されることが何よりである。重点目標にそのための働き方改革が示されているのがと

てもよいと思う。 

 

（６） 各委員より 

（能口）親児の会の会長。仕事をしながらできることをやっていきたい。 

（山崎）学校支援コーディネーターを長年やっている。３年生のお茶づくりの授業

を毎年やっている。遊び場運営委員長、上馬地区の青少年担当もやっている。 

（久保田）娘が４年生で大原先生が担任。ＰＴＡでは地区担当をしている。 

（奥村）ＰＴＡ２年目。できることはできればと思い、参加した。１年経験し、も

う少しできることがありそうだと感じたので学校運営協議会の委員をやってみよ

うと思った。 

（池谷）学校関係者評価委員を長年経験した。学校関係者評価の形が変わり、自己

評価に即した設問を考えていく必要がある。よりよいものとなるようにしていき

たい。 

（柏葉）本校卒業生、駒沢中卒業で飯田校長と教員同期である。その縁で学校運営

委員会から関わらせていただいている。ほかにも他区で地域運営学校について経

験を深め、様々なやり方を学んできた。それらも本校の学校運営協議会で生かし

ていければと考えている。 

（校長）学校運営協議会をぜひいいものにして、地域に貢献する学校にしていきた

い。今後、活動グループの編成を充実させ、次年度以降、軌道にのせていけるよ

う基盤を固める１年にしていきたい。 

 

（７） 次回の学校運営協議会の日程について 

        第２回 ７月 ７日（火）１４時～ 会議室 

        第３回 ９月１５日（火）１４時～ 会議室 


